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内 容 抄 録

 生後約1ケ月，盟重30－409ノ雄心鼠ヲトリ，コレ

ニV・E船内食餌ヲ興ヘテ飼育シ，一方V・E鉄乏食餌

以外「セチール・ア，tLコール」ヲ1頭毎日0．25mg宛経口

的二與へ，爾群共生後140日前後迄飼育シテソノ閻二

於ケル護育賄ニー般朕態ヲ観察シ然ル後解剖二付シ睾

丸，精嚢，麟下可i鰹ノ解剖三面煎二組織學的槍索ヲ施シ

以テ爾群ノ間二劃然タル差蓮ノアルコトヲ忌明シタ．

V・E鉄輪ニヨリ前者ニアリテハ睾丸，精嚢ハ極度二礎

化ヲ見ルモ後者ニアリテハ正常ノ朕態ヲ保ツテヰル．

彊下垂艦二於テモV．Etw乏食餌群ニアツテハー定ノ

縫化ヲ謹明スルニ封シ「アルコール」附加群二於テハiF

常二近キ組織像ヲ呈スルヲ見タ，
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第1章 緒 論

 人ノ生命ヲ保持スル爲二榮養ハ最モ重大ナ要

素デアルガ，中ヂモ蛋白質，含水炭素，脂肪，

盤類，水面五大馬歯素トシテ必須ノモノトサレ

テヰル．然ルニ近代ノ科學ノ進歩ハ種々ナル問

題ノ究明ノ結果完全ナル健康ヲ保持スル爲＝ハ

樹甲種カノ要素ノ必要ナルコトヲ豫知セシメ

タ．帥チ1911年Funkニヨル「ヴ4タミン」ノ獲

見以來コノ方面二於ケル研究相次ギ，漸次A・

B． C．Dト命名セラル・各種「ヴィタミン」二關

シ今日實験二臨床慮用二殆ンド飴ス所ナク閾明

サレテヰル．

 「ヴ■タミン」二關シ盛ナル研究ノ行ハレツ・

アル時代二古來榮養ト生殖作用Fノ聞二密接ナ

ル關係アリト想像サレル鐵ヨリシテコノ爾者ノ

間二尊力重要ナル因子ノ存在セズヤト考ヘラレ

ルノモ蓋シ當然デアル．1920年Matti】及ビソ

ノ共著：者ωハ牛乳馬脚ソノ製品ニヨリ白鼠ヲ飼

養シテソノ成長ノ完全ナルモ生殖作用ノ全カラ

ザル結果ヲ護表シテ榮養ト生殖トノ）kB ＝一何力足

ラザルモノアルヲ暗示シタ．1922年Evans並ニ

ソノ共著者（2）土州二組織的二詳細二槍索ノ結

果，既知「ヴィタミン」以外二生殖二必要ナ物質

ノ存在スルヲ知りコレ＝「ヴィタミンXト命名

シタ．

 翌1923年Sure（3）ハEvansノ實験ヲ追試シテ

ソノ正シキヲ認メ，コv＝「ヴィタミンE（以後

V．Eト記ス）ト命名シタ．

・以來十激年ヲ経学ル今日未ダソノ本態ハ明確

ニサソテヰナイ．然シゴノ間Evans（4）， Sure（「’）

ガ小萎胚子油，棉實油カラ濃厚ナ液ヲ抽出シ種

々ソノ性厭・作用二野シ槍索ヲシテヰルが結局

V．Eソノモノデハナク，V．Eヲ比較的多：量二含

ム濃厚液＝スギナイゴトが明カトナツタ．

 我eq ＝アリテモ多く6）ハ米胚子油ヨリ有効成分

ヲ抽出シ1日量3m9ニテ有効ナル物質ヲ得タ

ト報ジテヰルガ，Evans（4）ノ如キハV．Eハ軍一・

ノモノヂハナク数種ノモノヨリナルモノナラン

ト報ジテヰル．

 Drummondのモ小変胚子油ヨリ抽出シテV．E

作用ヲ有スル蝋様物質ヲ得タト報ジテヰル．彼

ニョレバC3。Hs。02ナル式二該當シ，ソノ性質

ハ多環アルコール」ノソレニ準ズルトイフ．

 醗ツテ三二吾が教室泉教授（8×9）ハ多年二亘ル

研究ノ結果脂肪酸二特殊性作用ノ存スルコトヲ

所謂孚去勢雄鶏二於ケル鶏冠實験ニテ確誰サレ

タ．時ヲ同ジクシテバーゼルノMiescher（11）モ

亦完全去勢セル白鼠＝合成男性ホルモン」タル

「テストステロン」ト脂肪酸トヲ併用スルコトニ

ヨリ，特二精嚢撮護腺ノ肥大スルコトカラ脂

肪酸ノ特殊性作用アルコトヲ指摘シテヰル．

 泉教授㈹幽幽ニ調歩ヲ進メテ高級脂肪酸ノ

特殊性作用アルハCH3（CH2），1ヲ以テ代表セラ

レル基二存スルコトカラ高級脂肪ge CH，（CH2）1、

COOH／COOH基ヲCH20Hヲ以テ置キカヘ
タ脂肪驕アルコール」CH，（CH2）2n÷1．CH20Hニ

モ亦性作用アル可キコトヲ類推シ同ジク牛去勢

雄鶏二於ケル鶏冠實験ニテソノ眞ナルコトヲ誰

明シタ．

 泉i教授等ノ實験ヨリスレバ脂肪酸ハ経口的二

使用スルトキハソノ作用十四レナイ．

 コレハ脂肪酸が腸管内二於テ鹸化サル・爲ヂ

ァツテー度鹸化サレタ脂肪酸ハ皮下二注射ヲ行

フモ同様＝無効ナルゴトが脚半サレテヰル．若

シ脂肪驕アルコール」二特殊性作用アリトスレ

バ以上ノ如ク脂肪酸ノ非経口的以外使用シ得ナ

イノ掃込シコレハ理論的ニモ経口的二用フル可

能性ガアル．

 蓋シ各種「アルコール」類が攣化ヲ受クルコト

ナク腸管ヨリ吸牧セラル・コトハ既二連ラル・

所デァル．

 然うバ以上ノ想定が果シテ實験的二且適確ニ

コレヲ誰明シウルや否やハ興味アル問題ヂア

以泉教授等ノ鶏二於ケル實験ハ主トシテ皮下

注射＝ヨツタモノデ経口的慮用ノ成績ハ不明ヂ

アル．一方是等物質ノ作用方法二就テモ各種ノ

疑義ガァツテ未ダー致シタ結論二達シテヰナイ
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様デアル．

 Miescher（12）ハ脂肪酸ハ性ホルモン」ノAktiv・

ator＝シテ性ホルモン」ト脂肪酸ノ結合ニヨリ

ソノ作用が増張サレルモノナリトノ見解ヲ護表

シ，實験的ニモソノEsterヲ作ツテコレヲ誰明

シ得タト報告シテヰル．

 然ル＝泉教授等ノ鶏二於ケル三島ニヨレバ脂

肪酸注射ニョツテ同時二睾丸ソレ自身ノ機能充

進ヲモ詮明シテヰル．今若シ脂肪酸ニヨツテ性

ホルモン」ノ作用虎進ヲ來スモノトスレバ性ホ

ルモン」ガソV自身ノ産生器官タル睾丸二作用

スル理トナルカラコレハAutohormonノー種ト

解毒セネバナラヌ．

 不幸Miescher一派ハ去勢白鼠ニヨル實験ノ

ミヲ行ツテヰル爲，睾丸＝於ケル鐘化二毛テ何

等記述スル所がナイ．從ツテ氏等ノコノ黙二關

スル見解ヲ知ルコト晶出來ナイが男性ホルモ

ン」ヲAutohormonノー種ナリトスルコト口説

明二無理ガアル様デアル．

 Miescherノイフ如ク脂肪酸が男性ホルモン」

ノAktivatorトシテ働クトイフコトモーツノ事

實ヂァロウガ，叉一一方何等力他ノ内分泌器官＝

作用シテ間接二睾丸ノ作川ヲ充進セシムルモノ

デナイカトイフコトモ考ヘラレル．脂肪罵アル

コptル」ノ性作用モ亦脂肪酸ト同様ノコトが考

ヘラレルノデアツテ，ソノ作用機轄ノ如何モ乱

調テ興味アル問題デァル．何レニシテモ泉教授

等ノ既二記述サレシ如ク脂肪蝿アルコール」ハ

ー般二瀬ク動植物界二存在スルコトカラ考ヘテ

「ホルモンJ＝非ズシテ「ヴィタミン」二騙スベキ

コトハ自明ノ理ヂアル．而シテソノ作用ヨリ考

ヘレバ性ヴィタミン」帥チV．Eノー部ノモノト

ー致スル黙が多々アル．

 ソノ性質ヨリ見テモ不転化性デアルコト．酸

「アルカリ⊥熱二抵抗ノ張イコト．油脂・「アル

コール」等ノ溶媒二可溶ナルコト．経口的使用

ニヨリ樹ソノ効果ヲ現スコト等多クノー致鐵ヲ

見ルノデアル．

 從ツテコレヲー種ノV．Eト：解スルノモ夢想

ヂハナイデアロウ．

 理論ハ兎モ角結局トシテ果シテ是等ノ推定が

動物實験ニヨツテ遅明シウルや否やノ問題二到

達スルノヂアル．

 余ハ泉教授ノ渤誘門並リ是等脂肪脇アルコー

ル」ガV．Eヲ代用スルモノナリや否や， EPチコ

レヲ以テ實駿豆V・E訣乏現象ヲ三幅ウルや否や

ヲ知ラントシテ本音験ヲ：施行シタモノヂアル．

 脂肪蜀アルコールJノ性作用二關シ，又ソノ

V．Eトノ關係二就テ企テラレタ實験ハ東西文献

ヲ廣ク渉猿シテモーモ見計ラナイノデァルガ，

今余ハコノ貼二關シ多少ノ知見ヲ得タカラコ・

二報告シテ諸賢ノ御高教・御叱正ヲ乞ハント欲

スルモノヂァル．

第2章 文 獄 展望

 1922年Evans及ビBischoP（13）順次ノ女riキ食

餌

 カゼイン  189 ラード  159

 コンスターチ 549  バター  99
 慶類          斗g    車乞燥酵母  0．4－O．6g

ニヨリ白鼠ヲ飼養シ，獲育ハ完全ナルモ妊娠・

分娩不可能ナルヲ観察シ，然カモコレ＝「チシ

ャ」ヲ添加スルコトニヨツテ正常二姫娠・分娩ヲ

全フシ得タコトヲ獲見シテ妊娠・分娩ニハ「ヴィ

タミンA．：B．C． Dヲ含ム既知食餌以外何カァル

未知物質ノ必要ナルヲ知り，コレニV．Xト命

・名シタ．ソノ後Sure（5）， Mattilc14）， Dallie1㈹，

Palmer（16）， MasOn㈹， eteノ主トシテ英米學者

ニヨリSure事書V． Eト命名サレタ「ヴィタミン」

二關シゾノ欲乏食餌術式遜1床的観察二就テ詳

細ナル業績が獲表サル・＝至ツタ．

 而シテ是等業績ハ主トシテ訣落現象並ニソレ

ヲ防グ食品ノ探索二努力ヲ績ケラレタノヂアル

ガ，今日欧洲學者モゴノ問題二介入スルニ至

リ，現在ニチハ内分泌腺トノ關係及ビソノ精
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製，軍一一化が淺サレタ問題トナツテヰノレ．我國

ニアリテモ今村（18）ノ、V・E酔客白鼠殊二雌二就

テ生殖分娩ノ問題ヲ精細二研ベテヰル．金㈹馬

飼胚子油ヨリ抽出セル物質ノ性状二項テ，殊ニ

ソノ「スペクトル」＝關シテ述べ，米川㈹ハ雌雄

ノ白鼠二就テ時貸ナル研究ヲ行ヒソノ組織響町

所見ヲモ併セ感温シテヰル．

 以上通覧スルニ我國二陣ケル壁画ノ研究職實

二蓼々タルモノヂアノしか，思フニ榮養ト生殖ノ

問題ハ實験ヲ行フニ多大ノ日歎ヲ要シ幾多ノ困

難ヲ作フ爲・・シテコノ研究二從事スルモノノ少

キモ故ナシトシナイ．

第3章實験方法
     第1節實二三 物
 諸種條三二封スル抵抗力強ク飼育モ簡軍ニシテ且容

易a手二入ル爲白鼠（Ratte）ヲ用ヒタ，

 生後20－30日，盟重大燈25－359ノ雄白鼠ヲ動物商

ヨリ購入シ，環境ノ攣化ト飼料ノ弘化ニヨル動物ヘノ

影響ヲ除ク爲約1週間カラ10日聞標準食餌ヲ用ヒテ飼

育シ嚢育ノ順調ナルヲ待チテ實験二心シタ，

     第2節動物飼養法
 飼育室ハ吾教室ノ動物飼育室ノ自民室ヲ用ヒ，冬季

寒氣キビシキ時ノミ病室ノー一室ヲ之二常テ電氣ストー

ブ」ヲ以テ常二恒温二保ッ檬軟玉メタ．動物室ハ濡潔

ニシ通風探光ヲ充分ニシ，飼育箱ハ木製ノ「ピール箱

大カラ縦横1尺，巾2尺，種・々ナル大イサノモノヲ用

ヒ，三方ヲ金綱ニシ，大イサ耳玉ジ4－10頭ト同居セ

シメタが勿論各群共別々ノ箱二牧山シ運動ニハ充分ノ

廣サヲトツテオイタ．

 箱内ニハ水，食餌以外ハ何モ入レズ時々清掃シ消毒

モシテ殊二夏季轟類ノ護生ヲ防イダ．動物ハ各自ノ糞

ノ硬クナレルヲ食スルコトアルモScht一 i＋fe r（20）ノ實験

結果ニョレバV．E訣乏食餌ヲ掘レル動物ノ乱川食ス

ルモ本實七二何等ノ影響スルコトナキヲ以テ時kトリ

去ルニ止メタ．

 標準食餌トシテ余ノ混用シタルハ小米，人蓼，青

蘂，肝油ニシテ，小米ハ潰サズソノマ・興へ，入蓼ハ

輪切リニシ，青菓ハ「キヤペツ」，蕪菓等ヲソノマ・奥

ヘタ．

     第3節飼料調製法
 動物實験胡馬「ヴィタミン」ノ實験ヲ行フニ當リ「ヴ

ィタミン訣乏食餌ヲ以テ特殊鉄落症状ヲ護現セシメソ

ト企テル以上ソノ動物二四スル嗣料ハソノ實験ノ中櫃

ヲナスモノデアツテ，最モ細心ノ注意ヲ要スル問題デ

アル．若シ飼料二不備ナ描アレパ該研究ハ至ク無償直

ナモノトイワネパナラヌ．從ツテ余ハ諸家ノ研究結果

ヲ参考トシ充分ノ注意ノ下二飼料ノ調製二遺憾ナキヲ

期シタ，

 人工合成食餌ノ大部分ヲ占メル蛋自証，含水炭素ノ
                  の
給源トシテ余モ亦「カゼイン」（Merk），「デキストリン」

（噌谷澱粉製造所）ヲ用ヒタ．カ・ル市販品ヲ精製セズ

シテソノマ・用ヒテヨイカドウカトイフ黙二三シ，今

村（18）ハ爾者ヲ用ヒテV．E實験ヲ行ヒ比較サレタ結果

雌ニオイテハ至然影響ナク，雄二於テ多少敏落症朕護

現が渥クナルコトアルモ，大虚二二テ差違ナキコトヲ

報告ザレテヰルノデ，余モソノ意見ヲ容レ市販ノモノ

ソノマ・ヲ實験二二シタ．「ヴィタミンA．Dノ給源ト

シテ肝油（眼鏡印）ヲ用ヒタ．「ヴィタミンβノ給源ト

シテ酵母ヲトリ，局方藥用酵母（盤面義）ヲ採用シタ．

爾コレマデノ實験者ハ採用セザルモ，實瞼ノ完全ヲ

期シ「ヴィタミンCヲモ嗣三二加ヘルコトニシ「レド

キソン」（Roche）或ハ「カソタソ」（Bayer）ヲ用ヒタ．

 白鼠ハ抗壊血病性抵抗力ノ張イコトハ既二先人ニヨ

リ指摘セラレ，V．Cヲ給セズトモ本隊験ニハ格別ノ

支障ヲ來サナイト考ヘラレテヰルノデアルが理論上山

リハV．Cヲ附加セル方合理的ナリト考ヘテコレラ行

ッタ．事實試験動物ノ健康保持二相當有効デアツタ檬

デアル．繊維素ノ給源トシテハ二天（市販）ヲ用ヒタ．

 無機盤類ハMcco】1um－Simmonds第115號ヲ用ヒタ

ガソノ材料ハ全テ「メルク」及ビ「ゼーレソゼソ」ノモノ

デ麗方ハ次ノ如クデアル．

Nacl

NaH2PO4 II20

K．一，IIPO4

Fe－citrate

CaH4（PO4）2・H，）O

Ca－iactate

Mg SO4 anhyd

O．173

0．347

0．954

0。工18

0．540

1．360

0．266

 以上各材料ノ割合ハ：BornskOV氏：Nr． 6（‘21）二準撮シ，

且今村㈹ニョリ酵母ヲ2％ニセル時最モヨキ結果ヲ

示スコトカラコレヲ探り，V．Cハ飼料1009二i封シテ

。 su 1
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「アスコルビン酸ヲエmgノ因由加ヘタ．

 余ノ用ヒタ材料ノ割合ハ次ノ如クデアル．

K． asein

Dextr量n

Sa！z－mischung

I．ebertran

Agar－agar

Hefe

Ascorbin－sfiure

259

66 6 tr

 4tl

 2cc

 29

 2tl

 lmg

 以上材料ノ調製ハ先ヅ所定量ノ日天ヲ無二浸シ遠火

ニテ溶カシ，コノ液ヲ用ヒテ各粉末材料ヲ所定ノ分量

宛トリ孚u鉢ニテ捏リ合セ砧土国璽スル．與ヘルニハ團

子状トシソノ際所定分量ノ肝油ヲ一子ノ中二注入，包

含セシメル檬ニシタ．又翌日僅カニ淺ス程度ノ分量ヲ

興へsr ．伺陶器製ノ容器二水ヲ入レテ與ヘタ．

     第4節實験材料
 實瞼材料トシテハ高級アルコール」中最モ入手シ易

キ「セチール・アルコール」（Cetアlalcehol＝Hex誌decyL

alc・ho1）ヲ用ヒタ．

 「セチール・アルコール」（以下「セ‘ア」ト記ス）ハ自色

蝋様粉末ニシテ融織十59。Cデアル．

 使用二當リ市販ノ精品ヲ更二「アセトン」及ビ純アル

コーール」ヲ以テ順i欠加温溶解濾過シ，濾液ヲ冷却シテ

析出スル物質ヲ濾過分取セル後充分乾燥シ，然ル後減

歴蒸溜二丁シテ精製セルモノデアツテ，一々融解職測

定ヲ行ヒテソノ純ナルコトヲ梅シタ．

 動物ハ嚢育順調ナルモノヲトリ3群二分チ第1群ハ

標準食餌ニテ飼育シ（N群ト假樗ス），第2群（K群），

第3群（V群）ハ前述V。E訣乏食餌ヲ與へ，而シテV群

ニノミ實験材料タル「セ・ア」ヲ與ヘタ．部チ豫メ滴勲

ヲ計測セル「ピペット」ヲ用ヒ杏仁油二溶カセル「セ・

ア」ヲ治験開始以垂心剖日迄毎日1頭毎日ロ腔内二滴

下シツ・奥ヘタ．杏仁油ハ泉教授ノ實二二依レバ何等

性作用ヲ有シナイノデアル．自ロチ「セ・ア」ヲ1％乃至

2％二杏仁油二溶カシ，1頭二tsシ 1日0・25mgノ割

二二ヘタ．コノ量ハ撒回反復セル二二三三カラ大盟量

ヲ推定セルモノデアル，尚K群ニハ同量ノ軍純杏仁

油ヲ與ヘタコトハ勿論デアル．

第4章實 験 成 績

  第1節 標準食餌並二肌E歓乏食餌

    飼養白鼠ノ獲育並ニー般歌態

 榮養上二三力歓陥ガアレ・二物ハソレニヨル

訣落：症歌ヲ呈スルノハ當然デァルガ，殊二「ヴ

ィタミンA・B・c， Dノ實験二於テハソノ訣落現

象ト共二念育昌モ多大ノ影響ヲ及ボスコト耳払

鼻知ラル・トコロデアル．只V．Eノミハソノ七

瀬食餌二於テ長期聞ノ飼育ニサへ只生殖機能ノ

ミニ障碍ヲ及ボシ，生活顛動スベテ健i全ナル護

育ヲトゲルコトハEvans（22）以下多数ノ研究者

（23）nヨリテ既二認メラル・所デアル．從ツテ1

2ケ月＝於テ磯育ノ停止スルモノ或ハ何等力合

併症ヲヒキ・起シタト想像サレルモノハコノ實験

二於テハ全然問題トナラナイ．

 故二余モ果シテV・E歓乏が個盟ノ獲育二影

響スル所ナキや否やヲ槍セントシテ標準食餌並

二訣乏食餌飼養ニヨル白鼠ノ獲育ヲ1週乃至10

日目毎二禮重測定ヲ行ヒテ経過ヲ親察シ且一般

状態ヲモ併セ観察シタ．

     第1項獲育歌態
 三門開始ハ生後5－6週後二行ヘルヲ以テ，

艦重測定モコノ期ヨリ約1週乃至10日目毎二行

ヒ生後約20週前後記観察シタ．

 盤面期日ハ四季二及ブガ，各群二雫等二行ヒ

準均値ヲ採レルヲ以テ實験結果五鼎何等ノ影響

ナキノミナラズ寧ロ反ツテ正シイ結果ヲ得ラレ

タモノト想像スル．

 本實験二川ヒタ白鼠職工籔十匹二尉スルモ實

験ノ途中種々ノ合併症ニテ死亡シタリ，同一愚

婦順調ナラザルモノヲ除キN群5匹・K群・V群

各12匹ヲ選ンダ．今ゾノ卒均債ニヨル獲育ノ工

合ヲ表二丁セバ第1圖ノ如クナル．

 即チ諸家ノ報告ニヨル標準食餌飼養ノモノノ

獲育曲線ト殆ンドー致スルヲ見ル．     ’

 生後70－80日頃護流民：モ旺盛ニシテ，ソノ前

後モ比較的順調ナ護育ヲ辿ルヲ見タ．

 VE歓乏食餌飼養ノモノノ雷電モ亦諸家ニヨ

リ殆ンド通常ノ護育ヲ行フト報告サレテヰル

［ 1co ）
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膿  重  表
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     標準食餌飼養群
     v・E訣乏食勤躍f群
一一一一一一一一一一「七・ア」實験群

20 40 eo 80 IPO 120 140
        生後日

各生後日敏二於ケノL不均三重表

＼ 生後
Q＼＼日

@    ＼

    1

R5日 奄S0 50 60 70 80 90 ‘100
@  1

110 120  130   1

NKV    I 489．i 52

R6146
R3・5143ト

70 178
U2175   159  79

88

X3

X8

106

P16

1コ2ほ29
@  1120

@    128

」 138

@125

@137

156

P35

z52    1

168

P40   1

P62

176

P48

P75

ガ，果シテ余ノ實験二於デモ大艦順調ナル経過

ヲトツタ．只使用食餌ノ幾分攣レル爲力生後3

ケ月ヨリ少シク禮重ノ増加衰へ來リ4ケ月ノ絡

り頃ニハ卒均艦重ハ通常ノモノニ比シ約209劣

レルヲ見タ．

 コレニ封シV群＝アリテハ全然標準食餌飼養

ノモノノ護育曲線ト最後迄∴致スルノヲ経験シ

タノヂアル．

     第2項一般歌態
 生後2ケ月位迄ハ各群共蓮動歌態，毛並，食

慾共二殆ンド差違ハナイガ，2ケ月ヲ過ギル頃

ヨリ合成食餌飼養ノモノハ梢逞動不活濃トナル

ヲ見ルノデアル．ヂツト箱ノ隅二重ナリ合ツテ

ヰル．且被毛モ亦コノ頃ヨリ少シヅ・脱毛ヲ見

ル様ニナリ，殊二後背：部＝於テ著シクウスクナ

ツテ來ル．被毛自身モVerzar及ビKokas（24）ノ

記載セル如ク菲薄・絹糸歌ヲ示シ光澤ナク長サ

モマチマチデアル．

 尤モSchafferC25）ハコノ黙二關シテ然うズト

報告シテヰル．余ノ實験ニアツテハ前者ノ報告

ニーvシタ．

 叉睾丸ノ燭診ニヨツテソノ柔軟・緊張ノ度ニ

ヨリi墜化ノ欣態ヲ確メウルトノ報告アルモ，コ

レハ判定直観ニヨルモノデアツテ決定頗ル困難

デアルガ，一ニノモノニハ確ニコレヲ讃シウル

場合モアツタ．

【10璽】
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 糞便ハN群ヂ一人墓ヲ與ヘテヰル關係上一赤褐

色ニテ有形ナレド稽軟イ．合成食餌ノモノハ茶

褐色・有形ニシテ乾燥スレバ黒褐色ノカチカチ

ノモノニナル．

 從ツテモシ合成食餌群二泥状便ノ如キヲ排出

スルモノアレバ直＝隔離シ從來ノ経験二六ヒ次

硝酸蒼鉛ヲ與ヘタ．多クノ場合コレ＝ヨリ再ビ

便ヲ有形ニナスコトヲ得タ，

     第2節解剖學的所見

 三豊ノ順調ナルモノニシテ外見何等障害ナシ

ト見ラレルモノヲ實験開始後3月牛，生後日籔：

140日内外ニテ「エーテル」麻俗諦二及ボシ，直二

解剖二附シタ

    第1項實験成績
 次二今各個ノ所見ヲ記スニ写り，便宜上表ヲ

以テ示スト次ノ如クニナル．

（a＞封照標準食餌群（N群）

番  腿

號  重
皮下脂肪i

睾 丸 精 嚢 三下乖盟

「外見｝舳細流號外見難i醒外見降
22 P 23s・’i佳良1鵜＋i±i・・17・・1 ・・6％1離国6鵯gl狛昼5m・

2312・・i佳良1離＋1±1・11・55騰劃＋17・・灰白16・5

…副・7・i佳良1麟1一＋11σ1α64騰白雲■4881丁丁14

7・1 i6s 1一隼劇醸・■土i岬蓮些1革一一r1－1・21白色1 3・・

7・・8・1佳良1籍萎酬±i＋i・』・S 1 ・・58「灰白一5・2嫌色15

（b）封照V．E寸寸食餌群 （K群）

番1盟’    睾  丸    精
蜘ト皮下脂肪槻r輝樋量

61・67蠣狼lm白1土1±11・9・1・6％1鮪1－

37ト13・1不良雁県H－i・31α271淡狛1－

38 1・65筐良1暗紅■1 a7｝α451淡黄
・9 E・36i普通i淡紅H＋i ・・SS 1 ・・63 1 K白1＋

4・i155隙良淡釧＋＋iα61α3gl離1＋1 ・2S l

Si 1 i27 1 W通隠縮1一■・・…31淡灰白1

54 ［・65佳良淡紅i’1±1・…67離1
56 1 17・［舗i淡紅1±1＋1 …1α5g盤面

6・［・・S 1普通i簾1＋ 1・IS 1 ・・74離

62 1・・5膨劇灰白色H－1 ・・6・41隊白1

63［・77佳劇淡々紅［士■・・7α3gi淡劃＋

64 P ・24 i不良1灰副一1－1 ・・35・31暴器i

嚢
     1

･睡髞�l1匝量 外見面面

2烈 暖1

一        r     ｝        ㎜  

P43・i

66
P忌寸4・1  一 一  一                 一一    一  一    ＿  7 一一                         一 一 一  一    国      一 一    一

@    1生・1

i29・1 【生51

｝5251 15・1

187 陣［欝號
1569」灰色15・［

13261灰色15・｝

3661 i4・1
18・L鵯繰締51．

14・71 1551
［37i灰副4・1

r lo2 ）
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（c）「セ・ア」給與群（v群）

番 號 髄重

皮下脂肪
睾    丸 精   嚢 臆下垂艦

備  考

外見1充血賑摩鵬 外見麟聾 外見障量

71227gl佳良i離囲昌1網α5購蓮田’麗1縄鴎9輝1雀羅
・g12141佳良淡紅＋士α951α44i離1州65・l lI
42 P・5・醐1淡々紅1＋■α851α57隊色1【2441淡褐14・i

441・54良1淡副一1＋！α851α551淡々司＋1267｝灰色14・i

49 P2・11佳良［灘紅1±1＋［・851α42離囲73・1淡刷55【

57 1851佳良｛淡紅1＋1＋11・1α541淡々黄±3511淡褐｝4・1

581153屠通
        国    一 幽           一        一       一       一

W紅1士1±IL・1α64「淡磧i－13731淡褐「4・
一 一

@1
5911331良淡々紅H－1α951α711鮪1±12221 ゆ1
61 P1251普通 淡紅i＋1＋1α71α561灰白日・6・灰白13・

6618・1佳良【淡副＋1司α951α53騰藻洲7851淡副5・1

671169佳良淡馴＋1土lmlα591麟i州817灰白i6・ 1
 681・831佳良1淡細面＋iL・α6・隔藁囲588 灰白1ε・1

    第2項解剖曲師所見小括

 解剖學的所’見ハ大略以上表示ノ如クデアルガ

今ソノ内著明ナル所見ニツキ記述スVバ次ノ如

クヂアル．

 榮養歌態：殊＝ソノ皮下脂肪組織ハN群・V

群二進テ佳良ニシテ，K群ニアリテモ大空佳良

デァルガ，二三二於テ梢巌痩シ皮下脂肪組織ノ

嚢育不良ナルヲ見タ．

 米川c19）ニヨレバV．E歓乏食餌飼養末期二至

レバ雄白鼠ニァリテハイクラカ二重増加：量ノ減

少ヲ來ストイフ，上記K群モ米川ノ記載スル結

：果ニー・致スルモノ＝一シテ思フニ：食餌ノ鉄陥ニョ

ル爲ヂアロウ．

 睾丸：N群・V群一二外見淡紅色，表面滑澤

＝シテN群中71號及ビV群中1－2ノモノニノ

ミ表面梢萎縮セリト思バレル貌ヲ呈シテヰタ．

 ．血管モ走行尋常ニシテ大部分二充血セルラ見

タ．緊張度モ燭レテ見テ比較的ヨイ．

 K群ヂハソノ大多才ハ友白色萎縮セリト思

バレル所見ヲ呈シ，ソノ極少歎ノミ淡紅潤澤ノ

観ヲ呈シテ居ツタ．

 血管モ走行尋常ナレド充一瞬ノ度劣ルノヲ見

タ．

 重量ノ卒均ハ，

 N群ニチハ1．099ヂ七重ノ約0．6％

 K群ニチハ0．739ヂ十重ノ約0．48％

 V群ニチハ0．959ヂ五重ノ約056％

トナツタ．

 コレニョレバ重量並二禮重トノ比二於テ：N群

最：モヨク，K群最モ劣ル．

 精嚢：：N群ニチハ淡黄乃至黄白，叉ハ友白

色ヂ表面潤澤ナルモノト然カラザルモノト相牛

バシ，V群ニアリテハ殆ンド淡黄色潤｝．V・・一シテ

艶ヲ帯ビョク！緊張シテヰル．小切創ヲ入レルニ

粘稠ナル液ノ詠出スルヲ見ル．，

 K群ニチハ次白色＝シテ緊張ナク，形小サク

V群ト最モ著シイ差違ヲ示ス．

 重量ヲ比べルモN群ノ干均486m9二封シ， K

群…ハ284m9， V群ハ527m9ニシテK群ノソレ

ノ約2倍二達セントシテヰル．

 騒下垂髄：各群共小ニシテ肉股ニチハ殆ン

ドソノ差違ヲツケ難ク，重：量二於テモN群4．8

［ 103 ）
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mg， K群4・51ng， V群4・7mg＝シテ大艦同一

ヂアツテ三者大ナル相違ハ認知ラレナイ．

     第3節 組織學的所見

 組織學的槍索ヲ施ス爲＝ハ解剖後被槍材料ヲ

可及的迅速二観察セル後直二10％ホルマリン」

ニテ固定シ，更二「パラフィン包埋法ヲ施シ約

10μ一15μノ切片トシ，「ヘマトキシリン・エオ

ジン重染色法ヲ行ヒ，必要アレバ更＝「ズダン

III」或ハ「ヴァンギーソン氏染色法ヲ行ヒ鏡楡

二輪シタ．

 伺脳下垂養鯉材料極メテ小サク重量敷睡ヲ出

ヂズ．爲＝＝kk作上困難ヲ感ジ殊二「パラフィン

包埋法＝ヨル時ハ切蜥スル際＝一定ノ部位ヲ得

ガタク甚ダ苦心シタ．然シ何レノ方向カラ切蜥

スルトモ最：モ廣イ部分ノ切片ヲトリテ鏡槍スル

コトニョリ大忌謄下垂艦ノ中央部＝相當スル部

位ヲ観察スル様ニナシ部位ニヨル細胞排列ノ忌

違ヲアル程度迄除キ得タF信ズル．且後葉・中

間艦ハ實験ノ便宜上暫ク措キ主二本實験二關係

アリト考ヘラレル前葉ノミニツキ記述スルコト

ニシタ．

  第1項組織心的所見二品スル文献

 一先ヅ余ト同ジク白鼠ノV．E訣乏食餌飼養ニ

ヨル生殖腺並二軸分泌腺ノ組織學的朝畑口添シ

護表セラレタ先人ノ業績二就テー・瞥ヲ與ヘテ見

ヨウ．コノ報告ハ絵リ多クハ無イ．

 Mason（1926）（鋤ハ片方ノ睾丸ヲ幼若ノ内＝

除去セル白鼠二極テV．E鉄乏合成食餌飼養ノ

結果起レル睾丸ノ組織図的油化ノ度ヲ第1度ヨ

リ第5度マデ分ケテヰル．正常デハ精糸（sper・

matozoen）ハ規則jEシク細精管内二排列シ，種

々ノ過程ノ建玉形成が見ラレル．退化第1度ニ

チハ精糸ノミ輪回化現レ他ノ細胞暦ハ健全ヂア

ル．第2度ヂハ精糸一泊失シ，恭謙細胞（sper－

matiden）ガ塊リテ氣泡歌，珠藪状ヲ呈スルトイ

フ．第3度間遠ベバ互大細胞現レ，縮化セル精

娘細胞ハ精強が滑失シテ室虚トナレル腔内二散

蘭Lスル．精母細胞（spermatocyten）ニモ同化が

及ブ．ee’ ’4度＝至りテ初期ノE大細胞消失シ精

母細胞，原精細胞（spermatagonien）二迄攣化及

ビ，細胞暦が薄クナル．第5度白及ベバ細胞暦

ハ更二薄ク「セルトリ氏細胞ヲ残スノミトナル．

但シ細精管ノ大イサハ攣化セズニ存スル．中間

組織ノ肥大，肥厚ハナイガ細論ノ更二進ム時，

細胞管ノ縮小ト共＝コレラ補フ意味＝於テ申間

組織ハ損ガリ，中二不規則ノ物質現レテクルト

イフ．

 Gierhake（26）モ合成食餌：飼養後3一一4ケ月ニ

テ精糸破壌サレテ消失スルト述べ，

 Mattil＆Carman㈱ハ120－150日邊リカラ

攣化現レ，進行が進ムト共二精糸清失シ，細胞

管腔ナクナリ，間質組織増シ，明瞭＝ソノ間が

淋巴＝ヨツテ充サレルト述べテヰル．

 Evans（4）， Schaffer〈es）モ亦是等二關シ詳細二面

ベテヰルガ，大髄Masonノ記載スル所ニー致

シテヰル．

 Sch5fferニョレバMasoriノ如クカク劃然ト

攣化ノ度ヲ記載スルコトハ極メテ困難ニシテ何

レノ材料ヲ見ルモ各階梯ノ像ヲ指示スルコトヲ

得ルモノニシテ，實際二當リテハ便宜上比較的

多籔二見ラレル像ヲ以テ標準トシタモノデアロ

ウ．樹Schaffer（29｝ハ間質組織＝モ言及シ，該

組織ハ「セルトリ氏細胞ト共二最後迄不如露ヂ

アリ，間質細胞ノ増加モ全然見ラレナイト述べ

テヰル．

 我國ヂハ最近米川が組織二關シテ記載シ，且

間質組織ノ浮腫＝注目シテヰル．

 精嚢ノ組織學的歯並ハ何人モコレヲ報ジテヰ

ナイ．

 次二拶下垂罷二面シテ一面近内分泌腺等ノ獲

達ト出盛殊二生殖器官トノ關係モ件ツテ，ソノ

使命ハ重大視サレルニイタリ，必然V．Eノ問題

トモ密接ナ關係ヲ持ツ様ニナツテ來タ．

 Verzar（31）ハV．Eノ応命二於テ， V・Eノ作用

が幅下歯軸前葉ノ作用＝等シイコトニ着目シ，

更二〈32）・V．E訣落鼻歌ハ前葉製剤ニヨリ代償サ

レルト報ジタ．

 ：Bisceglie（3。〉ハ拶下垂髄：更＝甲蜜腺，副腎ノ組

織ヲモ詮索ノ結果V．E飲乏ノ場合二是等ノ臓

器ニモ攣化アリト述べテヰル．
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尤モコレニ反シSchaffer（2・”米川（19）ハ認ムベ

キ攣化ナシト報告シテヰル．

 EPチ未ダー致シタ意見脂汁メラレナィ．

     第2項實験 成 績
 次二面余ノ得タル所見ヲ前同様表ヲ以テ示ス

時語次ノ如クニナル．

（イ）睾丸 （a）標準食餌群

番 號

細大1セルト精刷リ氏細管サi胞

原細

ｸ胞

精細

齧E
精娘細胞 精糸

浮腫

22 ﾋ騨騨：尋常1尋常麟蔑畿1一

23〃 戟V回信少陪釧一
69 撃堰Vレレ1尋常i尋制一
7・ 撃P〃回〃購散饒L塩細一
『71レ

〃 〃レ 尋制尋常1一

（b）封照V．E歓乏食餌群

番 號

細精管

蜒Cサ

㌻翻聯胞胞 1

精母 細 胞 精義細胞 出癖i霧 備   考

61尋制尋制尋常1尋常 陣不極少シ高訓一121
』 ＿ ＿一 一 一 が一 シー 一

t化核濃縮

ｭ
櫛失［浦 失［＋固臥細齪ユ劃聖規貧1陶笹1少一ぎし－38陣小1尋常酸尋饒1

      一     『   一

@       シ
[一

@一一核一魅礎．L綴一 u不副殆消失岡41
3g 艶q常レ瞬常1瀞常 蓄不規馴譲欄囲3i
4・「樂規凱鱗縮1少シ 障誉田濃染スルモノ陣則欄｝霰上包固4L＿

一 一 一   一 一 一 一 一  一      一

5・ 艶q網一妤齧蛹S部罐講）チ諺シ形大1少燃ト図
π

T4レ1〃 隊常1核濃轟鵜アリに鍮陣襯貝・1－121
一   ｝         一 一       一

      山 一 一 冒    一  一    一      『 一

T6｝州〃｝〃｝尋常 i少
－ 『  一

シ1霰欄ト国
6・ 激撃堰V1 〃 1尋常麟蔑馴一国
621〃1〃1〃1 〃 L…臨轟i少糊1－121
63いレレ1 〃 屡船幅気団HN｝
64 〃1〃 稽少i 〃 少轍訓＝到頭調一 3醍鵜難禦
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（C）「セ・ア」給與群

號

番細精管

@大イサ

セルト
且″ﾗ
E

原精

ﾗ胞
精母細胞 精娘細胞 精   糸

浮腫
［メ氏l

h退ソ化ン度

備   二

一

7垣隣廓［尋常1尋常感、ク多臨ト国
1g陣i訓列 〃隊散副広言翻■・1韻組織鯛

一    一

42 痺激撃堰V 坐部散臨隊騨酬＋回
44 激激訣v?ﾒ馴少シ散馴累攣気酬＋13陣自身攣化少シ

4gレ1〃［〃1尋制稽少L鱒鵜、」1＋1・1
571鼠壁州 〃倭常爆稻不仁貝、1 ■N1

581〃i〃レ1〃「〃1尋常■Nl
5g 1〃レ1〃  一［     ，   〃   1－INl

一       一  一   一

61レ1〃l   i〃
一 一 一     一 一        一一 ＿ ＿     一 ド  一

gi 〃 i 1
＿  一 ＿    一       一   一                                               －   ＿  了 一  一       一      一     一  一 一   ＿ ＿ 一 ＿                      一  一   ゴ 一 一   一

V ■Nl
661〃｝〃1列 〃1一 〃 ト国
67レレ1〃1〃レ1〃 一 mi

68レ「〃〃1〃  〃
尋  常一部不規則 一IN1

（b） 封照V．E丁丁食餌群

（ロ）精嚢 （の標準食餌群

番號
腺上皮細胞

形状1隆起

内   容

Rロイド檬物質

22陣形［細豊富
23 激撃P 〃
6gレ1列 〃
7・ 戟pゲ稽多量
7・レ［酬  〃

番號
腺上皮細胞

内 容

形 朕】隆起
ρ．陛興野形1糖1髄37睡形 一1置憧小

@ 圓柱形鮨 陣著隣      ｛ 一 一 一 一  一一  一   ＿  一   一   一   一

冨

3gl低イ圓柱形 陣著1 少

・・ ﾋ形一部圓劇普剥多
5・ w形一部低 寸寸曽通

5司圓柱形 i普請舗
54 G陣二日低シ 擁著陪通

6・i山形 圏通降富
檜        一    一   一一一 一  一  ＿ 一一一｝   一 一｝     一   一 一                一   ＿ ＿  一一

U2 嵓穀痺V陪シ陣少
63

  旧柱形 隣通機富  一     一    一 一 一  一   一 一    ～

一 一  一 一  一

64            一A子形  著シ陣少
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（c）「セ・アA給與群

番號
腺上皮細胞

内 容

形 賦隆起
7廉形一繍三熱劃多量
1gi圓柱形騰 レ 1〃

421股子形 陣著睡通
44 w凹形 観測多量
4g陣形一部雛1〃1〃
571圓桂形 i〃 一       一

降富
58「－@ 巨1

z〃

5gl〃   レ1〃
61 P〃   1糖1普通
66 P〃   1普通陪富
67陣形一部灘1〃1〃
68個柱形  1〃 〃

（b） 曲浦V，E訣乏食餌出

番i睨 鵯讐圭細胞
エオジ

講騨濃縮境界
細胞

37困喜多陣列州不明
381矧稽多稽少丹綱

3舛刑糊紗田陣
5・国1多シ1少シ1州不明

62隔1多シ1少シ血潮
64睡 極多睡少 ＋1不明

（ハ）臓下垂髄 （a）標準食餌群

翻纒騨灘騰 響

221■訓訓■明
231－i〃1 州■明
6gr±州副＋陣
V・ト｛〃 1捌 引明
71  ± 〃レ1■明

（C）「セ・ア」給與山

番號1細田圭細胞ラ麟三一
充盈度

性細胞

細胞
境界

42 p＋騨1尋常司棚
・羽州一網判明
61刊一締±陣
66「＋f列網目陣
67 P細網多シ1±陣
一681＋P，多シ1±陣

    第5項 組織學的所見小括

 以上余ノ得タル結果ノ中，主要ナル組織學的

所見ヲ十二記述スレバ次ノ如クヂァル．

 睾丸：標準完全食餌ヲ撮り充分二獲育シタ

ル動物ノ睾丸組綴＝於テハ細精管ハ規則正シク

密二相接シ，間質組織極メテ少ク僅カノ間質細

胞ヲ見ルノミニシテ他＝何等ノ所見ヲモ示シテ

ヰナイ．細精管内＝アリテモ「セルトリ氏細胞ヲ

底トシテ原精細胞（Spermatogonien），精母細胞

（SPe「matocyten），精娘細胞（Spermatiden）ガ密

＝規則正シク排列シ，時評形成ノ種：々ノ相ヲ示

シ，核分裂モ多クコレヲ認メル．

 尚精糸ハ残リノ面積ヲ丁丁シ求心的二規則正

シク相半ブ．

 K群ヂハMasonノ定メシ攣化度二準ジテ判

定ヲ行フニ梢正常二近キ像ヲ保テルモノ2ヲ除

キ残絵ハスベテ第1度カラ第5度迄ノ攣化ヲ示

ス．殊二十37ハ最モ高度ナル攣化ヲ示シテヰ
ノし’．

 細精管ノ大イサ大盟尋常ナルモ内3例ノミ租

小サク周園モ不規則ノ凹凸面ヲ形成シテヰル．

且是等ノモノ＝ハ闇質内＝著明ナ浮腫ヲ讃明ス

ル．帥チコノ所見ハ米川ノ記ス所トー致スル．

問質細胞ノ藪・大イサ＝於テハ籐リi攣化が認メ
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ラレナイ．

 「セルトリ氏細胞ハ全例＝於テ無攣化ノマ・

残存シテヰル．

 然シ原精細胞ハ約牛歎二於テ正常ナレドモ他

ノ孚籔ハ藪：＝於テ少カツタリ，或バー・部散臥シ

テヰタリスル．

 精母細胞二至レバ攣化ノ認ムベキモノ孚藪以

上二及ビ，年少クシテ邦画シ細胞自身ニモ攣化

が及ビ液：化・核濃縮ヲ見ル．

 更二精娘細胞・精糸ハ全例二於テ攣化ヲ認メ

ル．精娘細胞ハソノ数極メテ少ク排列ヲ放レテ

散齪シ，精糸が漕失シテ室虚トナレル腔申二現

レテクル．Nr． 37， Nr． 38ニハ互大細胞ヲ認メ

タ．戸部ハ完全二清失スルモノアリ，叉一：部淺

存スルモソノ数極メテ少ク且散飢スル．

 核分裂モーーニニ於テ僅カニ昏迷ルノミ．

 回章一Eノ攣化バー般二周邊部二戸シク，中央

部程ゾノ度が少ク且白鼠ノ個性r一喝リテモゾノ

造精機能ノV．E敏前鑑抵抗スル力異リ，從ツテ

ソノ細胞像モ多少ノ相違ヲ冤レナイガ，大多数

二於テ相国ノ電化ヲ來シテヰノL．

 V群ニチハ細精管・「セルトリ氏細胞・原精細

胞ハ全クN群二等シク，精娘細胞ニナツテー部

少撒例二番テ禰不規則二散観シテクルヲ見，精

薬モニ三ノ例＝一顧テー：市章散鼠スルヲ見タルモ

K群押堀スレバソノ度ハ楽士軽度デアル．而シ

テ以上多少ノ攣化ノ認メラレタモノV群12例

中4例ヂアツタ．

 淳親朋僅力＝3例二於テ輕ク認メラレタニ過

ギヌ．

 精嚢：：N群白馬ノ精嚢ノ組織ヲ見ル＝，薄

イ結締組織ヲ以テ被管レタ腺様物ニシテ，中二

「コロイド様物質ヲ多量二包含シ爲二腺上皮ハ

充分二伸展シ，隆起・轡入・屈曲著シカラズ．腺

ソノモノノ大部分が内容物ノ如キ感ヲ抱カシ

ム．腺上皮皿形置形ニシテ充電スル．

 K群デハ内容物極メテ少ク從ツテ隆起・轡入

ハ著シク，内二内容物ヲ含マナイモノが多敷ア

ル．腺上皮ノ極度二攣化セルモノデハ椴子形ニ

シテ圓柱形トスルモー般二形低ク高イ圓柱形ヲ

示スモノハー・ニヲ撒ヘルニスギナイ．

 V群ハN群二匹敵シ更二内容物豊富ニシテ

腺上皮モ盛ナル機能ヲ螢ムが如キ相ヲ示シテヰ

ル．只一ニ巧手テ多少ノ攣化例ヘバ上皮ノ椴子

形＝近イモノヲ見ル．

 脳下垂艘：：N群白鼠ノ脳下垂艦前葉ノ組織

ヲ見ル勲等細胞ト「エオジン嗜好性細胞トハ相

牛バシ前者租多ク，嗜盤基性細胞ハ殆ンド見ラ

レナ・f．細胞境界モ極言テ明瞭ニシテ細布管内

ニモ普通二血液ヲ充ス．

 細胞核自身ニモ著シキ総州ヲ認メナイ．只1

例ニノミ僅カニ核濃縮ヲ認メタ．

 K群デハ「エオジン嗜好性細胞遙二少ク各細

胞ハ密二和迫り境界モ明瞭デナイ．

 細血管モ極目テ多量ノ血液ヲ以テ充サレテヰ

ル．細胞核自身ノ劇化モ著シク核濃縮・核濃染

ヲ見ル．殊二「エオジン嗜好性紬胞ノ核二層化

が多イ様デアツタ．

 之二封シV群ハN群ニ一致シ主細胞ト「エオ

ジン嗜好性細胞トノ敏ハ着艦同一ニシテ細胞境

界モ明瞭ヂアルガ，只手傷管内ノ血液充盈度ハ

梢著シクN群トK群1トノ中階1二｛立スル．

 核濃縮モ多少存在シK群ト同ジク「エオジン

嗜好性細胞明主トシテ見ラレルガ，ソノ程度ハ

K群二比スレパ遙：二選度デァル．

 即チV．E訣乏目脂リ騒下垂ee ＝＝モアル程度ノ

蟹化ヲ受ケルモノト考ヘラレル．

第5章総括並二考按

 以上ノ成績ヲ総括シテ考フルニV．E歓声食

餌ヲ以テ雄白鼠ヲ飼育スル時ニハ，yノー般歌態

＝於テハ著シキ憂化ハコレヲ讃シ得ナイガ，然

シ解剖學的及ビ組織學的所見細岡テソノ生殖腺

五二睾丸・精嚢並二段下垂艦前葉等二著明ノ種

々興味アル攣化ヲ惹起スルヲ知り得タノデァ
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ル．叉一方コレニ「セ・ア」ヲ與フルコトニヨツ

テコノ攣化ヲ防止シアル程度迄正常ノ機能ヲ

行触シムルコトが可能ナルコトヲ知ツタノデァ

ル．然シV．E訣乏食餌：＝ヨツテ惹起セラレタル

是等攣化像ハV．E飲乏ノ爲生殖腺ノ護育が阻

止セラレ未護達ノマ・成熟期ヲ過ギル迄残存シ

テヰタモノデアルカ，或バー度完成サレタモノ

が漸次退化シテ生ジタモノデァルカトイフ鮎二

：就テハ未ダ明瞭二解決サレテナイ問題ヂアル．

然シ文献二徴シテ按ズル＝動物各個髄ニハ各々

藁積ヨリ受ケシ所ノ肌E貯藏ガアリ且離乳後

1週闇乃至10 H IIII程唱曲ラレル完全食カラコレ

ラ得テ膣内二選ヘラレ巻斗ヲ消費シ墨ス野冊生

殖腺モアル程度ノ獲育ヲナシ，貯藏が零トナリ

テ初メテ生殖腺ノ荒磯・萎縮現象が現レテクル

モノト考ヘラレル．

 之ヲ裏書スル如ク余ノ他ノ實験（追テ獲表ノ

筈）二於ケル標準食餌飼養ノ生後30日乃至40「1

ノ白鼠（余ノ今ノ實駒開始前ノ動物ノ欺態二該

當スル）睾丸ノ組織ト比べテ単二綿糸形成ノ段

階が劣レルモノヲK群中ノソレ＝認メルノデア

ノレ．

 然モ脂肪騙アルコール」ヲ與ヘタV群ニチハ

コノ慨然起ルベキ生殖腺ノ萎縮ヲァル程度防グ

ト同時ニソノ機能ヲ維持シ得タト信ズルモノデ

アル．

 省實駒結果ガ100％デナカツタ所以ハ動物ノ

個性ニモヨルガ，一方飼育期間が多少不足デァ

ツタコトモ考ヘラレル．

 更ニソノ作用馬蝉ヲ考ヘルニ就テVerzar（31）

ハV．Eノ作用ハ性器獲育及ビゾノ機能維持二必

要ナル騒下垂燈前葉ホルモン」ノゾレト全ク等

シトナシテ居ルが前者ノ脂溶性ナルニ比シ後者

ハ水溶性ナル鮎ヨリシテ爾者同一ナルモノトハ

考ヘラレナイ．

 尤モ同氏ハV．Eハ前葉ホルモン」ノ前階梯タ

ル物質ナラント述べテヰル．

 余ノ實験結果＝ヨレバ：Bisceglieノソレニー

致シ，S・；ch5ffer，米川ノソレニ反シテ拶下垂艦ニ

モアル程度ノ退化現象ヲ示シタノデアルガ，コ

レハ「セ・ア」ヲ與ヘルゴトニヨリテー部防ギ得

タト信ズベキ結果ヲ得タノデァル．

 佃シ精嚢ノ所見ヲ除イテハソノ機能ヲ異常二

促進セシメタリト信ズベキ割目財団ラレナイ．

恐ラクゾノ作用ハ生理的範園ヲ出ヂナイモノデ

アロウ．

 以上ノ黙ヲ要約スレバ「セ・アJ二身クトモー・

部ハ脳下垂罷前葉二作用シテソノ機能ヲ維持促

進セシメニ次的二睾丸或ハ精嚢等二作用スル

モノナリト信ズルモ大ナル誤りデハナイデアロ

ウ．

 術本馬験二於テハ與ヘタ「セ・ア」計上1日1

頭0．25m9トセルモ前述ノ如ク他ノ各種實験ヲ

総括シテ考フル時経口的給與ノ場合ニアツテハ

コノ分量前後が大禮適量ト考ヘラレ，ゾレ以下

ノ分量ニテハゾノ作用梢不充分ナルカノ感ヲ與

ヘタ．

 更二「セ・アJがV．Eソレ自身ナリや否やノ疑

義ハ術未解決ノ問題テアル．V．Eニハ各種ノ異

りタル種類が存在スルコトハ今日多クノ學者ニ

ヨリ信ゼラレテヰル所ヂアルガ，「セ・ア」モソ

ノー部ノモノト信ズルノが眞二幅イノデァロ

ウ．

 是等ノ鮎二線テハ更二今後ノ研究二侯ツ次第

デアル．

第6章 結

 實験的二雄性白鼠二V．E訣乏症歌ヲ惹起セ

シメ，一方コレニ罫シ「セ・ア」ヲ経口的二與ヘ

テ爾群ノ動物ノー般的観察並二解剖學的・組織

學的槍索ヲ施セル結果次ノ如キ結論ヲ得タ．

論

1）V．E訣乏食餌群ニチハソノ獲’育・一般事

態＝ハ著シイ攣化ヲ認メナイ．只後期二至り多

少被毛ノ攣化ト髄重増加量減少ヲ認可ル．

 2）上記白鼠ノ睾丸・精嚢・蝋下垂艦ハゾノ外
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見目於テ重量二選テ標準食餌群二二シ劣ルヲ見

ル．精嚢二於テソノ差違ハ著シイ．

 3）上記臓器二組織學的攣化ノ確認セラレタ

モ712例中10例デアツタ．

 4）「セ・ア」ヲ與ヘタ群ヂハ獲育・一般歌態ハ

標準食餌群ノソレ二等シク，睾丸・精嚢・臓下垂

盟ノ所見モ完全二近ク殊二精嚢ハ遙二重：量が大

デアツタ，

 組運筆的＝．モ12門中9例ハ完全ヂアツタ．

 5）「セ・ア」ノ量ハ1日1頭0．25mgガ適當ト

考ヘラレル．

 藁筆スルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導，御鞭燵並二

御校閲ノ勢ヲ賜ハリタル恩師泉教授二射シ衷心ヨリ感

謝ノ意ヲ表シ，爾組織標本二就キ種k有盆ナル御示教

ヲ得タル病理學中村教授，申谷講師二一謝ス．
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附 圖 読 明

 第1圖封照群（K群）實瞼群（V群）ノ睾丸，精

嚢，陰董比較圖．

 第2圏標準食餌嗣養群自鼠睾丸組織圖 （Nr．
22） × 130．

 第3圖 V．E鉄乏食餌飼養「セ・ア」給奥群群鼠

睾丸組織圖（Nr・66）x130．

 第4圖第3圖ノー三三大．x270
 第5圖 劉照V．E鉄町食餌飼養群自鼠睾丸組
織圏（Nr．37）x80．

 第6圖第5圖ノー画塾大．×270．
 第7圖 二三V．E敏乏食餌飼養群三三睾丸組
織圖（Nr．62）xI30．

 第8圖 劉照V．E敏乏食餌嗣養群白鼠睾丸組
織圖（Nr．39）xユ30．

 第9圖 V．E訣乏食餌鯛養「セ。ア」給洋弓自鼠

精嚢組織圖x40．

 第10圖 毒忌V・E｛映画食餌飼養差寄鼠精嚢組

織圖x40．

 第11圖 第9圓ノー部門大．×550．

 第12圏 第10圖ノー部蹟大．×550．

 第13圖 V，E鉄乏食餌飼養「セ。ア」給與群白鼠

台下畢盟前葉組織圖．×550，

 第14圖 i封照V．E三二食餌飼養群白鼠礪下垂
費豊前葉組織圖． ×550．
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